
「
大
塚
漢
文
学
会
」
か
ら
「
中
国
文
化
学
会
」

'" 

会
長

高
橋

均

本
学
会
の
前
身
で
あ
る
「
東
京
文
理
科
大
学
漢
文
学
会
」
が
発
足
し
た
の
は

一
九
三
二
年
(
昭
和
七
年
)
で
、
以
来
、
「
東
京
教
育
大
学
漢
文
学
会
」
ハ
一
九

五
三
年
J
〉
、
「
大
塚
漢
文
学
会
」
(
一
九
七
九
年
i
〉
と
、
学
会
と
し
て
の
活

動
を
継
続
し
え
た
こ
と
は
、
こ
の
長
い
時
間
、
そ
の
折
々
に
本
学
会
に
参
加
し

支
え
た
会
員
す
べ
て
の
努
力
の
賜
物
で
あ
る
。
こ
の
点
に
、
現
会
員
の
一
人
と

し
て
感
謝
を
捧
げ
る
も
の
で
あ
る
。

歴
史
的
に
繋
が
り
を
持
つ
「
漢
文
学
会
」
で
は
あ
る
が
、
「
東
京
文
理
科
大

学
漢
文
学
会
」
「
東
京
教
育
大
学
漢
文
学
会
」
は
、
学
会
の
名
称
が
示
す
よ
う

に
、
そ
の
学
科
の
教
官
ス
タ
ッ
フ
と
卒
業
生
・
学
生
一
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
、

い
わ
ば
学
科
と
連
動
す
る
学
会
で
あ
っ
た
。
学
会
は
、
同
窓
会
要
素
を
強
く
も

ち
、
そ
う
し
た
要
素
と
学
問
研
究
が
浮
然
と
し
て
一
体
と
な
り
、
そ
れ
が
特
色

で
あ
り
魅
力
で
あ
っ
た
。
だ
が
東
京
教
育
大
学
の
関
学
は
「
学
会
」
が
従
来
の

形
で
存
在
す
る
こ
と
を
国
難
な
も
の
と
し
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
会
員

の
衆
知
を
合
わ
せ
て
発
足
し
た
の
が
「
大
塚
漢
文
学
会
」
で
あ
っ
た
。
「
大
塚

漢
文
学
会
」
は
特
定
の
大
学
と
連
動
す
る
も
の
で
は
な
く
な
り
、
会
員
は
任
意

参
加
と
し
、
「
漢
文
学
及
び
漢
文
教
育
の
研
究
と
普
及
」
に
志
す
す
べ
て
の
人

の
参
加
を
求
め
る
学
会
代
と
改
め
ら
れ
、
新
し
い
出
発
を
し
た
。
以
来
二
十
年

に
近
い
。
会
員
も
大
学
の
枠
を
こ
え
て
次
第
に
増
加
し
、
学
会
誌
の
発
行
、
研

究
会
の
開
催
な
ど
学
会
と
し
て
活
動
を
継
続
し
え
て
き
た
こ
と
は
、
会
員
の
一

人
一
人
が
な
ん
と
し
て
も
こ
の
学
会
を
存
続
さ
せ
よ
う
と
努
め
た
結
果
で
あ
ろ

う
。
と
り
わ
け
筑
波
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
学
会
の
事
務
処
理
ひ
と
つ
を
取

り
上
げ
て
も
頼
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
有
り
難
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
大
塚
漢
文
学
会
」
は
、
「
東
京
教
育
大
学
漢
文
学
会
」
を
母

体
と
し
て
、
関
か
れ
た
学
会
と
し
て
出
発
し
た
が
、
二
十
年
を
経
過
し
、
活
動

す
る
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て
き
た
。

ι

一
九
九
三
年
に
新
た
に
学
会
委
員
長
に
就
任
さ
れ
た
伊
藤
虎
丸
氏
は
、
そ
の

就
任
の
あ
い
さ
つ
で
、
学
会
と
し
て
の
活
性
化
を
訴
え
ら
れ
た
。
そ
れ
を
う
け

て
委
員
会
は
、
委
員
一
長
を
中
心
と
し
て
、
学
会
発
展
の
た
め
に
そ
の
性
格
・

活
動
方
針
・
学
会
名
称
・
会
期
・
会
誌
名
な
ど
に
つ
い
て
の
具
体
的
検
討
を
始

め
た
。
そ
の
検
討
の
結
果
は
、
一
九
九
六
年
六
月
の
総
会
に
む
け
て
の
中
間
報

告
「
大
塚
漢
文
学
会
会
則
変
更
案
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
全
会
員
へ
の
周
知

が
図
ら
れ
、
あ
わ
せ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
会
員
の
意
思
の
取
り
纏
め
を
試

み
た
。
こ
う
し
て
伊
藤
委
員
長
の
提
案
か
ら
四
年
の
歳
月
を
か
け
た
討
議
を
へ

て
、
一
九
九
七
年
六
月
の
総
会
に
「
大
塚
漢
文
学
会
会
則
変
更
案
」
が
正
式
に

提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
会
期
に
財
り
「
大
塚
漢
文
学
会
」

は
「
中
国
文
化
学
会
」
と
名
称
が
変
更
さ
れ
、
新
し
い
会
則
の
も
と
で
の
活
動

の
第
一
歩
が
始
ま
っ
た
。

こ
の
会
則
を
検
討
す
る
委
員
会
討
議
の
な
か
で
、
最
も
多
く
の
時
間
を
つ
い

や
し
た
の
が
学
会
名
称
と
学
会
の
目
的
で
あ
っ
た
。
幾
つ
か
の
学
会
名
称
が
提

案
さ
れ
、
学
会
の
目
的
の
項
は
数
回
に
わ
た
り
書
き
改
め
ら
れ
た
。
そ
う
し
て

選
ば
れ
た
の
が
「
中
国
文
化
学
会
」
と
い
う
名
称
で
あ
り
、
「
中
国
文
化
及
び

漢
文
学
の
研
究
と
そ
れ
に
基
ご
つ
く
教
育
へ
の
寄
与
」
と
い
う
目
的
で
あ
る
。

今
、
「
中
国
文
化
学
会
」
は
、
そ
の
会
報
を
「
中
国
文
化
」
第
五
六
号
と
し
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て
刊
行
し
、
新
し
い
出
発
を
す
る
。
こ
れ
を
契
機
と
し

τ、
六
十
有
余
年
に
わ

た
る
先
進
た
ち
が
作
り
上
げ
た
良
、
き
伝
統
を
受
け
継
い
で
、
従
来
に
も
ま
し
て

よ
り
活
発
な
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
の
学
会
活
動
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
ひ

な
お
付
言
す
れ
ば
、
本
学
会
は
一
九
九
六
年
広
、
す
で
に
当
時
の
名
称
「
大

塚
漢
文
学
会
」
と
し
て
日
本
学
術
会
議
よ
り
学
術
研
究
団
体
ハ
語
学
・
文
学
)

と
し
て
登
録
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
学
会
が
公
的
な
学
会
と
し
て
認

め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
「
中
国
文
化
学
会
」
と
名
称
を
変
更
し
た
今
後
も
、

そ
の
学
会
活
動
に
様
々
な
側
面
で
益
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

〈
一
九
九
八
年
五
月
四
日
〉

学

会

業

報

。
平
成
九
年
度
大
塚
漢
文
学
会
大
会

六
月
二
十
八
宮
ハ
土
)

於

湯

島

聖

堂

〔
研
究
発
表
〕

一
、
『
品
番
周
易
』
「
易
伝
」
に
つ
い
て

!
「
易
之
義
」
を
中
心
に
i

筑

波

大

学

大

学

院

辛

賢

氏

一
、
「
賢
」
か
ら
み
た
馬
王
堆
自
書
「
経
法
」
「
十
六
経
」
「
称
」
「
道
原
」

の
成
立
i
先
秦
諸
子
と
の
比
較
か
ら

筑
波
大
学
大
学
院
渡
辺

一
、
海
南
関
誌
の
「
訓
読
」
と
「
文
白
黒
読
」
に
つ
い
て

文
教
大
学
村
上

一
、
『
左
伝
』
に
見
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
他
動
詞
ア
ス
ペ
ク
ト
現
象

大
氏

之
仲
氏

早
稲
田
大
学

一
、
史
伝
教
材
の
指
導

i
i複
数
教
材
の
活
用

筑
波
技
術
短
期
大
学

一
、
論
語
の
学
習
と
自
己
学
習
力
育
成

〔
漢
文
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〕

陶
淵
間
関
「
飲
酒
」
詩
を
め
ぐ
っ
て

司
会

問
題
提
起
者

〔
総
会
〕

一
、
開
会
の
辞

二
、
議
長
選
出

一
ニ
、
委
員
長
挨
拶

回
、
諸
報
告

ω
庶
務

同

企

画

ゆ

会

報

編

集

五
、
議
事

ω
平
成
八
年
度
決
算

ω
会
則
変
更
に
つ
い
て

委
員
会
案
が
承
認
さ
れ
た

佐
々
木
良
氏
を
議
長
に
選
出

常
葉
学
園
大
学

茨
城
大

沼
津
城
北
高
校

筑
波
大
学

青
山
学
院
大
学

文
教
大
学

田

泰
史
氏

細
谷
美
代
子
氏

鈴
木

嘉
弘
氏

沼大堀安上
口上池立田

武
氏

典
世
氏

一
信
夫
氏

正
美
氏

勝
馬
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大
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